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「中央区だより」ラジオカロスサッポロ（FM78.1MHz）毎週木曜午前９時15分～

　人口　213,523人（前月比 ＋270）
　　男　 95,307人　女　118,216人
世帯数　117,086世帯（前月比 ＋103）
　　　　平成20年９月１日現在

　今や札幌のアート・シーンを語る上で欠かすことので
きない彫刻。
　今月号では、北海道初の彫刻専門美術館として建て
られた「本

ほん

郷
ごう

新
しん

記念 札幌彫刻美術館」とその周辺の野
外彫刻をご紹介します。
　深まる秋、彫刻鑑賞で芸術の秋を満喫してみませんか。

＜写真の作品名など＞

「わだつみの声」
本郷新・1950（昭
和25）年制作

「横たわる
 青年トルソ」
本郷新・1952（昭
和27）年制作

「遥かなる
 母子像」
本郷新・1979（昭
和54）年制作

「砂」
本郷新・1957（昭
和32）年制作

「札幌彫刻
 美術館」
田
たの

上
うえ

義
よし

也
や

設計・1981
（昭和56）年建築

彫刻の魅力に触れてみませんか
～札幌彫刻美術館を訪ねて
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特集　彫刻の魅力に触れてみませんか
　

み
な
さ
ん
は
彫
刻
鑑
賞
を
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

市
内
に
は
約
300
点
も
の
野
外
彫

刻
が
あ
り
、
美
術
館
の
収
蔵
品
も

加
え
る
と
か
な
り
の
数
の
彫
刻
作

品
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
札
幌
の
風

景
に
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ

た
札
幌
ゆ
か
り
の
彫
刻
家
に
よ
る

作
品
が
多
数
あ
り
、
街
並
み
と
調

和
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
、
食
欲
、
読
書
「
…

の
秋
」
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

今
月
は
彫
刻
鑑
賞
に
よ
る
「
芸
術

の
秋
」
の
楽
し
み
方
を
特
集
し
ま

す
。

鑑
賞
を
楽
し
む
な
ら
、

宮
の
森
に
あ
る
札
幌
彫

刻
美
術
館
が
お
勧
め
で
す
。

　

札
幌
彫
刻
美
術
館
は
、
日
本
近

代
彫
刻
史
に
輝
か
し
い
足
跡
を
残

し
た
、
札
幌
出
身
の
本ほ

ん

郷ご
う

新し
ん

（
１

９
０
５
〜
１
９
８
０
）
か
ら
ア
ト

リ
エ
や
作
品
な
ど
の
寄
贈
を
受
け
、

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
本
郷

新
記
念
館
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

翌
年
に
は
、
記
念
館
の
向
か
い

に
、
札
幌
彫
刻
美
術
館
本
館
が
開

館
し
、
以
来
、
市
民
と
彫
刻
を
結

ぶ
接
点
と
し
て
、
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

彫
刻
美
術
館
に
は
、
656

点
の
彫
刻
と
千
209
点
の

絵
画
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
収
蔵
品
の
中
か
ら
本
館

と
記
念
館
を
合
わ
せ
て
約
100
点
を

屋
内
、
屋
外
に
常
設
展
示
し
、
定

期
的
に
展
示
替
え
を
行
っ
て
い
ま

す
（
区
民
の
ペ
ー
ジ
「
ち
ゅ
う
お

う
」
表
紙
参
照
）。

　

ま
た
、
８
月
30
日
㈯
か
ら
10
月

13
日
㈷
ま
で
の
間
は
特
別
展
と
し

て
、
北
海
道
を
活
動
の
拠
点
と
し

て
い
る
彫
刻
家
を
紹
介
す
る
特
別

展
示
「
北
の
彫
刻
展
２
０
０
８
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
の
予
定
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
館
で
は
、
11
月
８
日
㈯
か
ら

平
成
21
年
３
月
29
日
㈰
ま
で
の
間

「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
て
〜
本
郷

新
の
母
子
像
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
本
郷
新
の
手
掛
け
た
母
子
像

の
彫
刻
や
絵
画
な
ど
を
紹
介
す
る

常
設
展
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

記
念
館
で
は
、
11
月
８
日
㈯
か

ら
平
成
21
年
３
月
29
日
㈰
ま
で
の

間
「
あ
こ
が
れ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〜

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
ス
ケ
ッ
チ
〜
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本
郷
新
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
た
際
に
描

い
た
数
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
が
紹
介

さ
れ
ま
す
。

彫
刻

現
在

今
後

開館時間／午前10時～午後５時
休 館 日／月曜日（祝日等の場合は翌日）、年末年始、展示替えの
ため臨時休館あり。
観 覧 料／一般300円、高校・大学生200円　（中学生以下無料）
交通機関／地下鉄東西線西28丁目駅からJRバス山手線「循環西20」
で「彫刻美術館入口」下車、徒歩10分。
ホームページ／http://www.hongoshin-smos.jp

至
二十四軒
至
二十四軒至手稲

琴似方面
至手稲
琴似方面 地下鉄

西28丁目駅
地下鉄
西28丁目駅

地下鉄
円山公園駅
地下鉄
円山公園駅

北海道神宮北海道神宮

円山公園円山公園

バス停
「彫刻美術館入口」
バス停
「彫刻美術館入口」

北
１
条
宮
の
沢
通

北
１
条
宮
の
沢
通

山
の
手
通

山
の
手
通

至
大倉山
ジャンプ競技場

至
大倉山
ジャンプ競技場

本館本館

記念館記念館

本郷新記念
札幌彫刻美術館

彫刻美術館へお越しください！彫刻美術館へお越しください！
　当館では、市民のみなさんに彫刻に親
しんでもらうため、さまざまな取り組み
を行っています。

宮の森散策と美術館鑑賞…当館周辺の自然を散策したあ
と、学芸員の解説とともに館内の彫刻を鑑賞していただ
きます。10年ほど続けている人気の催しで、年に６回行っ
ており、今月は10月25日㈯に開催いたします（詳細は全
市版13ページをご覧ください）。
市民サンクスデー…毎年文化の日（11月３日㈷）に施設
を無料で開放しています。ぜひご来館ください。
貸館…芸術家の方に発表の場を提供するため、貸館も
行っています。10月18日㈯から11月３日㈷までの間、本

郷新にテラコッタ技術を教えた陶芸
家の白

しら

石
いし

齊
ひとし

さんと画家の孝
たか

子
こ

さんご
夫妻による「二人展」を開催します。
なお、齊さんは札幌市役所本庁舎ロ
ビーの床面（左写真参照）をデザイ
ンされた方でもあります。

本郷新記念 札幌彫刻美術館 宮の森４-12　☎642-5709

出前授業…当館職員が収
蔵品の彫刻とともに小学
校に赴き、児童と彫刻を
鑑賞したり粘土で再現し
てもらったりしています。
今年度は市内15校を訪問
する予定です。

小学生の来館…総合学習の
時間などを活用して当館を
訪れ、学芸員の解説ととも
に彫刻鑑賞をします。訪れ
た子どもたちの感性にはた
びたび驚かされています。

　そのほかに、コンサートの開催や前庭を利用する方の
ためにベンチの設置なども行っています。
　今後もみなさんから愛される美術館を目指してまいり
ますので、ぜひ当館にお越しください。

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

▲

川か
わ
い合
悌てい
一いち
館
長

▲

出
前
授
業
の
様
子

▲

学
芸
員
の
解
説
を
聞

く
三
角
山
小
３
年
生
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特集　彫刻の魅力に触れてみませんか

か
ら
円
山
ま
で
の
エ

リ
ア
に
は
、
大
倉
山

や
円
山
、
宮
の
森
緑
地
な
ど
緑
が

豊
富
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
自
然
が
織
り
成
す

四
季
折
々
の
景
色
に
解
け
込
む

よ
う
に
、
札
幌
ゆ
か
り
の
彫
刻
家

に
よ
る
作
品
が
点
在
し
て
い
ま
す

（
下
図
・
写
真
参
照
）。

　

色
づ
く
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、

野
外
彫
刻
を
探
し
て
回
る
と
、
中

央
区
の
新
た
な
一
面
が
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宮
の
森

区
役
所
や
保
健
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
る

「
ち
ゅ
う
お
う
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
」（
右
写
真
参
照
）で
も「
彫

刻
の
街
と
ジ
ャ
ン
プ
の
ル
ー
ツ
を

た
ず
ね
る
コ
ー
ス
」
と
し
て
、
彫

刻
美
術
館
周
辺
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
一
年
を
通

じ
て
楽
し
め
る
区
内
の
身
近
な
散

策
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

彫
刻
に
は
裸
体
の
像
が
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
衣
服
を
着
せ

な
い
こ
と
で
流
行
に
左
右
さ
れ
な

い
時
代
を
超
え
た
人
体
の
美
し
さ

を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
彫
刻
に
込
め
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
な
が
ら

彫
刻
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

中
央

彫
刻
鑑
賞
の
た
め
の
用
語
解
説

彫
刻
鑑
賞
の
た
め
の
用
語
解
説

ブ
ロ
ン
ズ
…
彫
刻
の
材
料
の
一

つ
で
銅
が
主
成
分
の
合
金
。
他

に
は
石
、
セ
メ
ン
ト
、
木
な
ど

も
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
。

モ
ニ
ュ
マ
ン
…
記
念
碑
。
依
頼

者
の
制
作
趣
旨
か
ら
彫
刻
家
が

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
制
作

す
る
。

ト
ル
ソ
…
頭
部
や
手
足
の
な
い

作
品
。
顔
の
表
情
や
手
足
の
動

き
に
だ
け
関
心
が
い
か
な
い
よ

う
、
意
図
的
に
人
体
の
一
部
を

省
略
し
て
い
る
。

テ
ラ
コ
ッ
タ
…
粘
土
か
ら
作
る

素
焼
き
の
焼
き
物
。

①岩
いわ

村
むら

通
みち

俊
とし

の像
（佐

さ

藤
とう

忠
ちゅう

良
りょう

）

②開拓判官島
しま

義
よし

勇
たけ

 の像（宮
みや

地
じ

寅
とら

彦
ひこ

）

③鳥を抱く女
 （本郷新）

④太陽の母子
 （本郷新）

⑤鳥を抱く女
 （本郷新）

⑩よいこ　つよいこ
 （山

やまのうち

内壮
たけ

夫
お

）
⑨南

なん

部
ぶ

忠
ちゅう

平
へい

顕彰碑
 （本郷新）

⑧大
おお

倉
くら

喜
き

七
しち

郎
ろう

男爵
 顕彰碑 （作者不明）

⑦大
おお

野
の

精
せい

七
しち

博士
 顕彰碑 （佐藤忠良）

⑥奏でる乙女
 （本郷新）

文

文

文

1

2

3
4

5 6

7

8

9

10

S

S
西高西高

宮の森緑地宮の森緑地

三角山小三角山小
北
1 条

宮
の
沢
通

北
1 条

宮
の
沢
通

大倉山小大倉山小
荒井山荒井山

円山円山

円山動物園円山動物園

北海道神宮北海道神宮

環　

状　

通

環　

状　

通

宮
の
森
北
24条

通

宮
の
森
北
24条

通

円山公園円山公園

地下鉄
円山公園駅
地下鉄
円山公園駅

地下鉄
西28丁目駅
地下鉄
西28丁目駅

大倉山
ジャンプ
競技場

大倉山
ジャンプ
競技場

本郷新記念
札幌彫刻美術館

0km 0.5km 1km

円山球場円山球場

円山競技場円山競技場

▲

こ
ち
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン

タ
ー
健
康
・
子
ど
も
課
☎（
511
）７
２
２
１
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怖
い
の
は
「
消
し
た
つ
も
り
」
と
「
消
し
た
は
ず
」

　

市
税
を
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
り
、
平
日
の
午
後
５
時
15
分
ま

で
に
納
付
相
談
に
お
越
し
に
な
れ

な
い
方
に
対
し
て
、
夜
間
・
休
日

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
夜
間
相
談　

10
月
20
日
㈪
〜
24

日
㈮
の
午
後
８
時
ま
で
。

▽
休
日
相
談　

10
月
25
日
㈯
、
26

日
㈰
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
。

※
夜
間
・
休
日
相
談
は
、
庁
舎
南

側
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

納
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
231
）
２
４
０
０

　

10
月
末
は
平
成
20
年
度
国
民
健

康
保
険
料
第
５
期
分
の
納
期
限
で

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
20
日
㈪
〜
26
日
㈰
の
秋
の

行
政
相
談
週
間
に
ち
な
み
、
中
央

区
担
当
の
総
務
省
行
政
相
談
員
が

国
や
北
海
道
、
特
殊
法
人
な
ど
の

行
政
に
関
す
る
相
談
や
要
望
を
お

受
け
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
24
日
㈮
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
。

▽
会
場　

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
特

設
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
南
３
西
11
）。

詳
細　

総
務
企
画
課
広
聴
係　

　
　
　
　
　

☎
（
231
）
２
４
０
０

　

音
楽
を
通
じ
て
区
民
の
ふ
れ
あ

い
と
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
中
学

生
の
元
気
な
歌
声
、
演
奏
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

区
内
の
中
学
生
に
よ
る

合
唱
・
吹
奏
楽
演
奏
。

▽
日
時　

11
月
30
日
㈰
午
後
１
時

開
演（
午
後
０
時
30
分
開
場
予
定
）。

▽
会
場　

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
Ｋキ

タ

ラ

ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ（
中
島
公
園
内
）

大
ホ
ー
ル
。

▽
定
員
・
費
用　

２
千
８
人
・
無
料
。

▽
申
込　

往
復
は
が
き
に
鑑
賞
希

望
者
全
員
（
５
人
ま
で
）
の
氏

名
、
代
表
者
住
所
、
電
話
番
号
、

返
信
あ
て
先
を
記
入
し
て
、
11
月

14
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
中

央
区
地
域
振
興
課
「
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
係
（
〒
060-

8612　

南

３
西
11
）
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

多
数
時
抽
選
。

申
込
・
詳
細　

地
域
振
興
課
地
域
活

動
担
当　
　

☎
（
231
）
２
４
０
０

　

男
女
共
同
社
会
実
現
へ
の
啓
発

活
動
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
内
容　

第
１
部
＝
講
演
「
思
い

や
り
の
心
が
美
し
い
」（
講
師
：

元
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
大お

お

澤さ
わ

宏こ
う

一い
ち

氏
）
第
２
部
＝
中
央
区
連
合
町

内
会
女
性
部
に
よ
る
活
動
発
表
。

▽
日
時　

10
月
16
日
㈭
午
後
１
時

開
演
（
正
午
開
場
）。

▽
会
場　

札
幌
市
教
育
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
（
北
１
西
13
）。

▽
定
員
・
費
用　

360
人
・
無
料
。

▽
申
込　

中
央
区
地
域
振
興
課
、

総
務
企
画
課
広
聴
係
、
区
内
各
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
入
場
整
理

券
を
配
布
中
。

※
会
場
が
満
員
の
場
合
は
、
入
場

を
お
こ
と
わ
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・
詳
細　

地
域
振
興
課
地
域
活

動
担
当　
　

☎
（
231
）
２
４
０
０

　

な
お
、
保
険
料
を
納
付
で
き
な

い
事
情
が
あ
り
、
平
日
の
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
納
付
相
談
に
お
越

し
に
な
れ
な
い
方
に
対
し
て
、
夜

間
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
夜
間
相
談　

10
月
30
日
㈭
、
31

日
㈮
の
午
後
８
時
ま
で
。

※
夜
間
相
談
は
、
庁
舎
南
側
玄
関

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

保
険
年
金
課
収
納
一
・
二

係　
　
　
　

☎
（
231
）
２
４
０
０

中央区役所
　☎231-2400（南３西11）
中央保健センター
　☎511-7221（南３西11）
中央区土木センター
　☎614-5800（北12西23）
中央区民センター
　☎271-1100（南２西10）
旭山公園通地区センター
　☎520-1700（南９西18）
　──────────
大通公園まちづくりセンター
　☎251-6353（北１西９）
東北まちづくりセンター
　☎251-8119（北２東２）
苗穂まちづくりセンター
　☎261-3669（北１東10）
東まちづくりセンター
　☎241-1696（南２東６）
豊水まちづくりセンター
　☎521-0204（南８西２）
西創成まちづくりセンター
　☎521-2384（南５西７）
曙まちづくりセンター
　☎511-0116（南11西10）
山鼻まちづくりセンター
　☎511-6371（南23西10）
幌西まちづくりセンター
　☎561-3256（南11西14）
西まちづくりセンター
　☎561-7124（南６西13）
南円山まちづくりセンター
　☎561-2472（南９西21）
円山まちづくりセンター
　☎611-3367（北１西23）
桑園まちづくりセンター
　☎621-3405（北７西15）
宮の森まちづくりセンター
　☎644-8760（宮の森２-11）

市コールセンター　☎222-4894

区役所関連施設区役所関連施設

市
税
の
夜
間
・
休
日

 

納
付
相
談
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
料
の

 

夜
間
相
談
に
つ
い
て

一
日
行
政
相
談

中
央
区
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

中
央
区
み
ん
な
の
講
演
会

▲
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
：
札
幌
デ
ザ
イ

ナ
ー
学
院　

矢や

島じ
ま

さ
や
か
さ
ん
の
作
品
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歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
内
容　

身
体
障
が
い
者
の
心
身

の
健
康
保
持
・
交
流
の
促
進
を
目

的
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
１
日
㈯
午
後
３
時

〜
５
時
30
分
。

▽
会
場　

サ
ッ
ポ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ア

ボ
ウ
ル
（
北
１
東
12
）。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
に
な
り
、
区
内
在
住
ま
た
は
、

通
勤
・
通
学
す
る
体
の
不
自
由
な

方
（
内
部
障
が
い
の
あ
る
方
を
除

く
）
で
投
球
可
能
な
方
。

▽
定
員
・
費
用　

35
人
・
無
料
。

▽
申
込　

10
月
14
日
㈫
〜
24
日
㈮

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

※
地
下
鉄
大
通
駅
か
ら
送
迎
予
定

（
車
い
す
利
用
の
方
は
直
接
会
場

へ
）。

申
込
・
詳
細　

保
健
福
祉
課
福
祉
支

援
係　

☎
（
231
）
２
４
０
０
（
内

線
352
） 

6 

（
231
）
２
３
４
６

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
暖
房
の
季
節
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
暖
房
機
器
か
ら
の

火
災
の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
10
月
15
日
㈬
か
ら
31
日
㈮

ま
で
の
17
日
間
、
中
央
消
防
署
で

は
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
災
の

な
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

①
こ
ん
ろ
を
使
っ
て
い
る
と
き
は

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

②
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

③
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、
放

火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

④
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
暖
房
機
器
が
異
常
燃
焼
す
る
場

合
は
、
専
門
知
識
の
あ
る
方
の
点

検
整
備
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る

た
め
に
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ

れ
、
一
般
の
ご
家
庭
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
新
築
住
宅
は
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
平

成
20
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
設
置
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　

中
央
消
防
署
予
防
課
防
火

推
進
係　
　

☎
（
215
）
２
１
２
０

　

中
央
消
防
署
で
は
、
冬
期
間
ご

自
宅
や
職
場
近
く
の
消
火
栓
の
除

雪
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
詳
細　

中
央
消
防
署
警
防
課

内
消
火
栓
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

務
局　
　
　

☎
（
215
）
２
１
３
０

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
に
よ
る
収
集

車
の
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ス
プ
レ
ー
缶
を
使
い
切
っ
た

後
は
、
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で

缶
に
穴
を
開
け
、
別
袋
で
出
す
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
収

集
車
が
ご
み
を
収
集
し
た
後
や
、

決
め
ら
れ
た
収
集
日
以
外
に
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
し
て
い

る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
き
れ
い
な
街
並
み
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

中
央
清
掃
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
（
581
）
１
１
５
３

▽
日
時
・
内
容　

①
サ
ー
ク
ル
作

品
展
＝
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈷
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
３
日
の

み
午
後
１
時
30
分
ま
で
）。
押
し

花
、
陶
芸
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ほ

か
。
②
サ
ー
ク
ル
ス
テ
ー
ジ
発

表
会
＝
11
月
１
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分
。
合
唱
、
大
正
琴
、

詩
吟
ほ
か
。
③
「
札
幌
ハ
ー
モ

ニ
カ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
コ
ン
サ
ー

ト
＝
11
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）。
④

レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
＝
11
月
３
日
㈷
午
後
１
時

〜
４
時
。

▽
会
場　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

（
南
２
西
10
）。

▽
費
用　

無
料
。

▽
そ
の
他　

①
は
実
演
・
体
験
教

室
を
予
定
。
④
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー

ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
（
271
）
１
１
０
０

10月11日からの内容です

交通事故発生件数

発生件数 死者数 傷者数

中央区 1,217
（－96）

0
（－9）

1,451
（－111）

札幌市 6,550
（－586）

16
（－25）

7,755
（－820）

※平成20年９月21日現在。（　）は前年比

身
体
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

中
央
消
防
署
か
ら
の

 

お
知
ら
せ

消
火
栓
の
除
雪

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

一
般
家
庭
ご
み
の
出
し
方

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
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夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は
夜
光
反
射
材
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
利
用
の
サ
ー
ク
ル
団

体
に
よ
る
作
品
や
活
動
風
景
な
ど

の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
11
月
３

日
㈷
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
演

舞
・
音
楽
発
表
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容　

①
作
品
展
示
＝

10
月
31
日
㈮
〜
11
月
３
日
㈷
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
３
日
の
み

午
後
３
時
30
分
ま
で
）。②
ス
テ
ー

ジ
発
表
会
＝
11
月
３
日
㈷
午
後
０

時
30
分
〜
３
時
30
分（
正
午
開
場
）。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
費
用　

無
料
。

※
３
日
㈷
は
一
般
車
両
の
駐
車
場

の
利
用
不
可
。
来
場
の
際
は
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー　
　
　

☎
（
520
）
１
７
０
０

▽
内
容　
「
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状

を
作
り
ま
し
ょ
う
！
」。
文
書

ソ
フ
ト
Ｗワ

ー

ド

ｏ
ｒ
ｄ
を
使
っ
て
年

賀
状
作
成
す
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
。

Ｅエ

ク

セ

ル

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
住
所
録
を
利
用
し

た
あ
て
名
の
印
刷
方
法
な
ど
。

▽
日
時　

11
月
６
日
㈭
、
７
日
㈮

（
全
２
回
）
の
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
対
象
・
定
員　

区
内
在
住
・
在

勤
の
18
歳
以
上
の
方
。
18
人
。

▽
費
用
・
持
ち
物　

受
講
料
千
800

円
、
教
材
費
千
円
。
筆
記
用
具
。

▽
申
込　

10
月
16
日
㈭
午
後
１
時

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
開
始
（
電
話

不
可
）。

※
開
始
時
点
で
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
。
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
、
引
き
続
き
先
着
順
で
窓
口

で
受
け
付
け
（
午
前
８
時
45
分
〜

午
後
７
時
（
日
・
祝
日
を
除
く
））。

※
受
講
料
は
申
し
込
み
時
に
、
教

材
費
は
講
座
初
日
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
納
入
さ
れ
た
受
講
料
等

の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
詳
細　

旭
山
公
園
通
地
区
セ

ン
タ
ー　
　

☎
（
520
）
１
７
０
０

全
館
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

▽
内
容　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ビ

ン
ゴ
大
会
、
お
店
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
遊
び

の
ひ
ろ
ば
。

▽
日
時　

10
月
26
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分
。

▽
会
場　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

（
南
２
西
10
）。

詳
細　

中
央
区
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
（
271
）
１
０
９
６

10月11日からの内容です

【「子育てほっと☆タイム」参加者募集】
　子育て中の親同士で、自分のことや子どものこ
となど気軽におしゃべりを楽しみましょう。託児
もあります。ほっと一息ついてみませんか？
◆日時　11月26日㈬、28日㈮の２回１コース。各
回午前10時～11時30分。
◆会場　苗穂会館（北１東10）。
◆対象　０歳～就学前のお子さんを育てている保
護者（受講中は、お子さんをお預かりします）。
◆定員・費用　10人・無料。 
◆申込　10月27日㈪午前９時から電話で。先着順。

地
区
セ
ン
タ
ー

 

「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」

地
区
セ
ン
タ
ー
講
座

中
央
区
子
ど
も
ま
つ
り

～子育てに役立つ情報を提供するコーナーです～
b　健康・子ども課子育て支援係  
〒060-0063 南３西11 ☎511-6399

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~~

~

市電沿線文化がかおるフォトラリー

に差し上げます。
　詳しくは北海道さっぽろ
観光案内所、札幌市交通案
内センター、市電車内、中
央区役所等で10月11日㈯
以降に配布するフォトラ
リーマップをご覧くだ
さい。

　市電に乗って沿線の文化的
な施設を巡る「市電沿線文化
がかおるフォトラリー」を実
施します。
　ラリーポイントは全部で８
カ所。３カ所以上回った方か
ら抽選で30人の方に、水彩色
鉛筆画家鈴

すず

木
き

周
しゅう

作
さく

氏のポストカード（10枚セッ
ト、右写真参照）を差し上げます。
　また、８カ所すべてを回った方には、ダブル

チャンスとして、市電
の会オリジナルウィズ
ユーカード（500円券
３枚セット、左写真参
照）を抽選で20人の方

a　市電の会事務局（中央区地域振興課内）
☎231-2400（内線253・219）

10月11日㈯～11月30日㈰

mmmmmmmmmmmm
m
mmmmmmmmmmmmmm

m
m

mm

実 施 期 間
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守
り
ま
し
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う
！
自
転
車
の
通
行
ル
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ル
と
駐
輪
マ
ナ
ー

10月11日からの内容です

【バイバイメタボ！健康教室】
　生活習慣病の原因と
なるメタボリックシン
ドロームにならないた
めの生活のコツを伝授
します。
医師、栄養士、歯科衛
生士による講話、運動
実技など。
◆日時　①10月28日㈫
②11月４日㈫。①②とも午後１時30分～３時30分
（受け付けは、午後１時10分から）。
◆会場　①中央保健センター２階講堂（南３西
11）。②中央区民センター２階ホール（南２西10）。
◆対象　区内在住の40歳～64歳の方。
◆定員・費用　30人・無料。
◆申込　10月14日㈫～24日㈮の午前９時から午後
５時まで電話で（ファクス不可）。先着順。

【胃がん・大腸がん検診】
　保健センターでは、予約制で胃がん検診（バリ
ウム検査）と大腸がん検診（便潜血検査）を行っ
ています。
◆検診日　毎月第２金曜日の午前８時45分～10時。
◆会場　中央保健センター（南３西11）。
◆対象　職場等で検診を受ける機会のない40歳以
上の市民の方。年度内１回。
◆費用　①胃がん検診700円、②大腸がん検診400
円。
　ただし、次の方は検診料が免除されます。各証
明書をご持参ください。
①70歳以上の方（健康保険証などの年齢が証明
できる書類）、②65歳～69歳の方で後期高齢者医
療被保険者の方（後期高齢者医療被保険者証）、
③生活保護世帯の方（生活保護受給者証明書）、
④市民税非課税世帯の方（市道民税課税証明書）。
◆申込　電話でお申し込みください。

b　保健センター健康・子ども課
〒060-0063 南３西11　☎511-7221　

c

511-8499

【秋の紅葉ウォーキング】
　暑さも一段落し、
スポーツを満喫でき
る季節になりまし
た。秋の景色を堪能
しつつ、中央区元気
会と一緒にウオーキ
ングを楽しみません
か。歩く距離は、約
４㌔です。
◆日時　10月24日㈮午前10時
～正午（受け付けは午前９時
30分から）。
◆集合場所　中央保健セン
ター２階講堂（南３西11）。
◆対象　区内在住の方。
◆定員・費用　50人・無料。
◆申込　10月14日㈫～20日㈪
の午前９時から午後５時まで電話で（ファクス不
可）。先着順。

2008─10─広報さっぽろ2008─10─広報さっぽろ77中央中央



ふれあい写真館

　８月31日㈰、電車事業所（南21西16）と隣

接グラウンド（南22西15）において、「2008

市電フェスティバル」が開催され、たくさん

の親子連れなどが訪れました。

　子どもたちに大人気のゴムタイヤで走る

「ミニてつくん」や「市電と綱引き」のほか、

地域の人による露店もあり、会場には、訪れ

た人の楽しそうな声が響いていました。

　９月３日㈬、市立二条小学校（南２西

15）グラウンドにおいて、「中央区防災訓練」

が実施され、約880人が参加し、交代で応

急処置や初期消火、煙道通過などの訓練を

行いました。

　９月９日「救急の日」にちなみ、９月

７日㈰、市立札幌病院（北11西13）にお

いて、中央消防署と共同で「救命手当講

習会」が行われ、約140人がA
エーイーディー

EDの取り

扱いなどを学びました。

　９月７日㈰、大通公園７・８丁目にお

いて、区内の13児童会館合同で「大通公

園ウオークラリー'08」が行われ、子ど

もたちが運営したダーツや缶つみ、クイ

ズなどのコーナーがあり、親子連れなど

が楽しんでいました。

災害から地域を守ろう災害から地域を守ろう

もしものときにはもしものときには

遊びと謎解き遊びと謎解き

楽しいね！楽しいね！
 市電フェスティバル 市電フェスティバル
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